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I 補体第 4 成分の定量法
(目的)
若者は，慢性骨髄性白血病のー症例にその血清中の補休価が著a切に低下し，乙の現象がヒドラジン
により失活する補体成分 (hydrazine sensitive component, H. S. C.) に起因する事実を認めてすでに
報作したが， H. S .C. には補体第 4 成分 (C' 4) 以外に補体策 3 成分 (C' 3) の subcomponent も
一部合まれているので，上記現象が何れの補体成分の減少に起因するかを決定する為には各補休成分
の活性を伺別に測定する必要がある。:存者は， R-reagent を用いず免疫渋 1(11 の intermediate prodｭ
uct を用いて行なう C' 4 の定量法を確立する目的で， C' 4 定量の九の各反応段階における最適イ
オン強度，反応時間，温度等について検汀・した口
(方法並びに成績)
感作芋赤血球 (EA) に補休~11 成分 (C' 1) を加えて C' 4 定量に最適の EAC' 1 を作成する
九には，加える C' 1 の量は EA 1 何当り 200 effective molecules が充分量で， EA と C' 1 の
反応時間は 30 0C 15分， その時のイオン強度は 0.09 が最適であった。この EAC' 1 と測定すべき
C' 4 の作用する段階では，イオン強度は 0.09 が最適であり， 300 C 20分の反応で検体中の C' 4 は
すべて EAC' 1 に結合した。 C' 1 及び C' 4 の結合した EA (EAC' 1, 4) に補体第 2 成分 (0 2) 
を加える段階では， C' 2 は EAC' 1, 4 1 伺当り 300 e百ective molecules が充分量で， イオン強
度は 0.06 が最適であったが，定量の途中でイオン強度を変えることは非常に繁雑であり，且つイオ
ン強度 0.09 に於いても 04 の活性にはあまり低下が見られなかったので， この段階でもイオン
強度， 0.09 に於いて反応を行なった。反応温度及び時間は Borsos らに従って 30 0C 30分としたD
最後に加える補体第 3 成分 (C' 3) 群としては補体を E.D.T.A. ベロナー jレ緩衝液で稀釈したも
-412 ー
の(C'-E. D. T. A.) を用いたが，この段階でのイオン強度の変化はC' 4 活性に影響を与えなかっ
たのでイオン強度 0.15 を用いた。また反応温度及び時間は370C 60分で充分であった。
乙の方法を用いて測定した正常人33名の 1(nm-1 ml r~1 の C' 4 活性は 5 X 1012 ないし 2 X 1013 
effedive molecules の間に分布した口 また上 li己慢性骨髄性ド] Jt[l病患者の1(11市中の H. S. C. の変
動は乙の方法を用いて測定した C' 4 の活性の変動と可成りの相関を示した。
〔総括〕
C' 4 を EAC' 1 を用いて定量する為に， 各反応段併に於ける最適イオン強度， 反応時間及び出
度， C' 1 及び C' 2 の必要量について検討し，実験粘果に示した条件で人血清中の C' 4 を測定し臨
床に応用出来る乙とを示した。
E 血小板の補体第 4 成分活性について
〔目的〉
第 I 部に於いて慢性骨髄性白血病の 1 症例に，その血清中の H.S.C. の減少している時期に C'4
活性も減少している事実を認めたが，乙の C' 4 活性の減少が患者の末梢血中の白血球数が著明に増
加する時期に先行して起る現象が繰り返し見られたので，白血球数の増減が C' 4 の増減に何等かの
関係がある様に思われた。また Maltaner が白血球抽出液中に H.S.C. が存在する事実を報告し
ていたので，著者は白血球中の C' 4 活性の測定を目的に実験を行なった口
〔方法並びに成績う
人及びモルモット末梢血にデキストランを加えて分離した1lÍl乗を 5 ， 000 廻転で遠沈して得た沈査
の抽出液には C' 4 活性を認めたが，モルモット腹腔内に生理的食塩水を注入後腹腔内より採取した
白血球の抽出液には C' 4 活性が認められなかったD との差異は末柏IÚlから，上記の方法で分離した
沈澄に多数の血小板が混在している事実に起肉するのではなし可かと考え，血祭の低速遠沈を繰り返し
て血小板及び、白血球をほぼ完全に分離した所，血小板及び、血小板と白血球の混合物から得た抽出液に
は C' 4 活性が認められ白血球の抽出液にはC' 4 活性は存在しなかった。I[n小板及び血小板と白血
球の混合物巾の C' 4 活性がlÚL小板のみから山来したものと仮定してr(n小板 1 個当りの C' 4 活性を
計算すると，モノレモット，人，何れの場合も JÚL小板及び、血小板と白血球の混合物中の血小板 1 個当り
の C' 4 活性は同じ値を示した。 しかも血小板数を変量して C' 4 活性を測定すると血小板数の変
化とその抽出液中の C' 4 活性の変化とは正の相関を示す事実から，血小板にはc' 4 活性があり白
血球には存在しないとの結論を得た。
血小板浮遊液を30口 C20分加温すると C' 4 活性の一部が遊離してくるが，この遊離した C' 4 活
性はヒドラジン及びトリプシンの何れを作用させても完全に失活した。しかし遊離せずに血小板に残
存する C' 4 は，ヒドラジンによっては完全に失活するがトリプシンではその55泌が失活するに止ま
り残りの45%1まトリプシンの作用を受けなかった。ヒドラジンはトリプシンにくらべて非常に低分子
で容易に血小板内へ惨jきするが， トリプシンは血小板の一部が破壊されていない限り，その内部へは




従来白血球には C' 4 活性が存在すると考えられていたが，白血球と血小板を相互に混在しないよ
うに注意して分離すると C' 4 活性は白血球にはなく血小板に存在した口血小板の C' 4 の一部はそ
の表面に吸着されており，一部はその内部にあるものと思われる。
論文の審査結果の要旨
本論文は免疫溶血の新しい理論に基づいて補体第 4 成分の定量を免疫溶血の中間物(補体第 1 成分
と結合した感作羊赤血球)を用いて行なう方法の確立とその応用が主題となっている。
即ち第 1 部に於いては補体第 4 成分定量の為の各反応段階に於ける最適イオン強度，反応時間及び温





第 2 部 lと於いては，従来殆んど明らかにされていない補体成分の生体内分布を明らかにするために
上述の補体第 4 成分定量法を用いて行なわれた研究結果が報告されている。即ち末梢血より分離した
白血球に補体第 4 成分活性が存在する事実を示唆した1935年の Maltaner の報告と，腹腔内より採取
した白血球に補体第 4 成分活性が認められないという 1953年の西村の報告との矛盾に注目し，白血球
分離操作の際に白血球分固にかなりの血小板が混在してくる事実に着目して，注意深く両者を分離す
る乙とによって補体第 4 成分活性が白血球にはなく血小板に存在する事実を証明している。更に血小
板の補体第 4 成分活性がml清中の補体第 4 成分をその表面に吸着したも￠か或いはその内部に存在す
るかについて検討し，充分量のヒドラジン及びトリプシンを用いて厳密な条件下に実験を行なった結
果，補体第 4 成分活性は血小板の表面にもその内部にも存在する事実を明らかにした。以上の結果は
1935年の Maltaner の報告以来￠白血球には補体第 4 成分活性が存在するとの免疫学上の定説をく
つがえしたものとして非常に有意義である。
即ち第 1 部第 2 部を通じて本論文に示された研究成果は補体研究の進歩に寄与する所大なるものと
ゴラえる。
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